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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、2024年より平和統一運動を同世代や後に続いていく世代の力とするために、この賞を創設いたしました。

■今年の募集テーマは「喜び」
ちょっとした小さな喜びから、大きな喜びまで、自分が体験してきたエピソードが、今の時代に合う平和統一運動にどのように役に立つことができるのかを問いかけます。家族や友人・知人との出会い、大自然との出会いなど、様々なエピソードを募集いたします！

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：
募集日程及び大会日程は、ホームページ及び機関誌『平統解放』にてお知らせ致します。
※ 第１連合会（北関東・東京・南関東）、第２連合会（北海道・東北）、第３連合会（東海、北信越）、第４連合会（近畿・中国・四国）、第５連合会（九州・沖縄）において、2026年6月14日（日）まで地方予選を行い、それぞれ代表１名を選抜し、本部に映像提出。
会員及び一般部門　エッセイ募集：　2026年４月１日（水）～2025年６月14日（日）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】
５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】
800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2026年６月下旬　ホームページにて公開。
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
両部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。
その交通費は本部負担。




題名：　　　　그리운 조국 （私の愛する国）　　　　　　　　　　　　
お名前：　　　桐木　寛子　　　　富山県高岡支部　　　　　　　

(下記より本文をご記入ください)

　
　私は在日3世として日本の愛知県で育ちました。私が中学生の頃、両親と妹と日本に帰化をし、国籍を日本に移しました。
私の父方の祖父は訛りのあるような日本語を話され、家の近くのバス停の事を『バス出る所』と呼んだりされました。
祖父は真のお父様と同じ１９２０年生まれで、韓国の慶尚南道の出身で、若い時に徴用で日本に来て、北海道の炭鉱で強制労働につきました。
祖母も韓国の女性で、祖母の父、私にとって曽祖父が慶尚北道から徴用で日本に来た為、既に結婚していた曾祖母が後を追って日本に来て、幼い祖母もその時に日本に来たようですが、その頃の記憶は全く無いようでした。
祖母は18か19才で10才年上の祖父と日本で結婚し、私の父と弟2人が生まれましたが、夫婦の仲は良くなく、大変苦労をした結婚生活でした。
　以前、戦争に従事した兵士が無事に家に帰っても、戦争で受けた心的外傷が大きく、生活に適応できず、感情をコントロールできなくなったり、薬物やアルコール中毒になったりする、PTSDという精神疾患の記事を読んだ事があります。
私の祖父は、戦時中に足を銃で撃たれた傷があったと祖母から聞いたことがあります。
私の祖父も、過去の心の傷がその後の夫婦の関係に、暗い影を落としたのではないかと思います。
皮肉にも母国、韓国の朝鮮特需の影響もあり、祖父母の商売は上手くいきました。その後、私の父と母はお見合いし、結婚しました。
祖母はいつも気丈で、情に厚く、私のことを家の中では「家のお姫様と」呼んでくれました。3世である私は守られた環境の中で、キリスト教の教育を受けて育ち、カトリックのクリスチャンになりました。
　私は祝福結婚の為、思いがけず、家族と離れ、富山県に嫁ぐ事になりましたが、祖母は『自分の幸せを優先させなさい』と送り出して下さいました。
最愛の祖母は昨年9月、94歳で亡くなりました。
私の嫁ぎ先は、偶然にも母方の実家のあった近くで、まだ親戚も住んでいて、私がこんな近くに嫁いた事に、
『本当に偶然なの？』と驚かれました。
この地で暮らした母方の祖父母も慶尚南道から来ています。
当時、貧しく、多くの兄弟の長男で、一際、優秀だった祖父が、韓国に帰るつもりで、日本に来ました。
　母方の祖父母も商売は上手くいき、日本で2人の子が生まれ、家族4人で荷物やお金をまとめて、韓国に帰る準備をした矢先、空襲によって家が焼け、帰れなくなったそうです。
1945年8月2日未明、終戦直前の出来事でした。
その5年後、3女の私の母が日本で生まれました。
その後、祖父母は、一度韓国へ帰り、どちらの国に住むのか話し合い、祖父は帰ると言い、2世で日本で生まれた母方の祖母は残ると言い、結局、日本に残りましたが、祖父はその現実を受け止めきれなかったのか、放蕩をするようになり、祖母は身体を壊し、私の母が3歳の時、32歳という若さで亡くなりました。
終戦から8年後の事でした。
残された家族は苦労の人生となりました。
　数年前、私は釜山教会を訪れ、その裏手の山に登り、家庭連合の第一聖地を訪れた事があります。
統一旗の掲げられた第一聖地からは釜山の港が見え、私の曾祖父母達、また祖父母達も、昔、そこから日本へ来ただろう、その港が一望できました。
日本と韓国は近い国ですが、異なる言語、文化を持ち、何より愛する父母や兄弟と離れ、他の国へ行くというのは想像を絶する事だったでしょう。
父方と母方の祖父母はどちらも、この地上で幸せな結婚生活を送れませんでした。
　今、私が同じ土地で生き、祖父母の眺めた美しい立山の景色を見ながら暮らし、休みの日には夫の康成さんと、美しい場所を訪れてまわり、また日々恵まれた環境で暮らす中、同じ土地で暮らした祖父母達はこのような美しい所に住みながら、景色をゆっくり眺める生活はできなかった事を思います。
今、先祖が共にあり、昔できなかった事を共に楽しんで、その為にも私がこの土地に嫁いだのだろうという思いを持ちます。
他の国へ連れて行かれ、また出て行かざるを得なかったその港街から、天が摂理を始められ、そこに天のみ意があったという、その歴史を理解し、その悲しい歴史の上に立つ、先祖の苦労の上に与えられた今の私の人生である事を理解し、先祖の悲しみを喜びに変えられるように、
また、わたしが喜ぶのを喜んでくれ、わたしの幸せを願ってくれる先祖がもう一度、今、生きて共にいる、そう心に刻み、更に喜びの人生となるよう努めて参りたいと思います。終
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